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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第59期
第１四半期
連結累計期間

第60期
第１四半期
連結累計期間

第59期

会計期間
自 2019年１月１日
至 2019年３月31日

自 2020年１月１日
至 2020年３月31日

自 2019年１月１日
至 2019年12月31日

売上高 (千円) 4,555,596 6,065,707 28,363,316

経常利益又は経常損失（△） (千円) △72,456 229,658 1,327,159

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益
又は親会社株主に帰属する
四半期純損失（△）

(千円) △56,240 146,117 964,380

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △16,562 115,572 1,217,519

純資産額 (千円) 9,283,692 10,252,259 10,588,790

総資産額 (千円) 17,327,575 19,011,372 18,661,842

１株当たり四半期(当期)純利益又は
四半期純損失（△）

(円) △5.71 14.49 97.29

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － 14.00 92.66

自己資本比率 (％) 53.6 53.9 56.7
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 第59期第１四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存

在するものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当社グループが前事業年度の有価証券報告書で開示した事業等のリスクの分析につきましては、当第１四半期連結

累計期間においても引き続き有効なものと考えております。

 よって、当第１四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての

重要な変更等はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループが判断したものであ

ります。

　(１) 財政状態の分析

① 総資産

総資産は、前連結会計年度末と比較し349百万円増加し、19,011百万円となりました。これは現金及び預金の減

少が670百万円あったこと、売上債権の減少が288百万円あったこと、たな卸資産の増加が1,380百万円あったこと

等によります。

② 負債

負債は、前連結会計年度末と比較し686百万円増加し、8,759百万円となりました。これは仕入債務の増加が658

百万円あったこと、仕掛案件に係る前受金の増加が105百万円あったこと、納付による未払法人税等の減少が172

百万円、未払消費税等の減少が52百万円あったこと、繰入による賞与引当金の増加が166百万円あったこと等によ

ります。

③ 純資産

純資産は前連結会計年度末と比較し336百万円減少し、10,252百万円となりました。これは、親会社株主に帰属

する四半期純利益を146百万円計上し、剰余金の配当を453百万円行ったことにより利益剰余金が307百万円減少し

たこと等によります。
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(２) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間（2020年１月１日～2020年３月31日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善

などの内需の下支えがありながらも、海外における政治・通商問題も抱え、足踏み感のある景気基調でスタートし

ましたが、期間中盤からは新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大の影響下におかれ、景気悪化の長期化も懸念

される中、未だ収束の見通しが立たない極めて先行き不透明な状況となっております。

　当社グループを取り巻く事業環境におきましては、首都圏及び地方都市部の大型複合施設、余暇分野をはじめと

したサービス関連施設において新設及び改装に向けた従前からの開発投資が予定どおりになされた一方、特定の業

種業態及び顧客においては新型コロナウイルス感染症の影響による投資延期など慎重な動きも見られ、まだら模様

の変化を含んだ状況で推移いたしました。

　このような状況の中、当社グループは、感染症拡大予防への対策を講じて事業の継続に努めるとともに、前年度

からの中期経営計画のもと、オフィスや教育等の注力分野の深耕と新たなる事業領域の創造への挑戦を通じて、成

長軌道への基礎づくりに取り組み、国内外の顧客への対応力強化とビジネス拡大及び収益力向上に邁進してまいり

ました。

　その結果、当第１四半期連結累計期間の営業概況につきましては、海外では停滞する経済活動の影響を受けなが

らも、物販店及び飲食店の新規開発や大型プロジェクト案件等に携わり、売上高は406百万円（前年同期比

124.6％）となりました。また、国内では注力分野を含む案件受注を堅調に伸ばし、首都圏及び地方都市部における

サービス関連施設の新設や大型店改装の案件等に携わり、売上高は5,659百万円（前年同期比133.8％）となりまし

た。グループ全体としましては、売上高は6,065百万円（前年同期比133.1％）となりました。

また、利益面におきましては、国内外で感染症拡大の影響を受けながらも、グループ社員及び関係者の安全確保

と安定的なサービスを提供できる体制を構築した中で、工事原価率の低減や経費削減等も含めた生産性向上にグ

ループ一丸となって取り組み、営業利益は222百万円（前年同期は営業損失94百万円）、経常利益は229百万円（前

年同期は経常損失72百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は146百万円（前年同期は親会社株主に帰属する

四半期純損失56百万円）となりました。

  なお、当社グループは商環境創造事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しており

ます。

 
(３) キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりませんので、記載を省略

しております。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 38,400,000

計 38,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年５月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,082,897 10,148,059
東京証券取引所
市場第一部

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり
ます。
なお、単元株式数は100株で
あります。

計 10,082,897 10,148,059 ― ―
 

（注）１．提出日現在の発行数には2020年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新薬予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

２．2020年３月26日付けの取締役会決議により、譲渡制限付株式報酬として、2020年４月24日付けで新株式

65,162株を発行いたしました。

３．提出日現在の発行株式のうち65,162株は、譲渡制限付株式報酬として、金銭報酬債権（57,603,208円）を出

資の目的とする現物出資により発行したものです。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年１月１日～
2020年３月31日
　（注）１

5,000 10,082,897 700 252,751 700 156,751

 

（注）１．新株予約権行使による増加であります。

２．2020年３月26日開催の取締役会決議により、2020年４月24日を払込期日として、譲渡制限付株式報酬として

の新株式65,162株を発行しました。

（1） 募集株式の払込金額 １株につき884円

（2） 払込金額の総額 57,603,208円

（3） 出資の履行方法 金銭報酬債権の現物出資による

（4） 増加する資本金及び資本準備金
資本金　　　28,801,604円
資本準備金　28,801,604円

（5） 譲渡制限期間

勤務継続型株式報酬
2020年４月24日～2023年４月23日
 

業績条件型株式報酬
2020年４月24日～2022年４月27日

（6）
株式の割り当ての対象者及びその人
数並びに割り当てる株式の数

取締役（監査等委員である取締役を除
く）３名及び取締役を兼務しない執行役
員10名

 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2020年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式(その他)

普通株式

100,754

権利内容に何ら限定のない当社におけ

る標準となる株式であります。なお、

単元株式数は100株であります。
10,075,400

単元未満株式
普通株式

－ －
2,497

発行済株式総数 10,077,897 － －

総株主の議決権 － 100,754 －
 

（注）当第１四半期会計期間末現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（2019年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2020年１月１日から2020年

３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(2020年１月１日から2020年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 8,568,924 7,898,608

  受取手形及び売掛金 ※1  5,648,274 5,623,555

  電子記録債権 689,207 425,624

  たな卸資産 1,179,261 2,559,384

  その他 334,754 252,098

  貸倒引当金 △17,274 △17,754

  流動資産合計 16,403,148 16,741,516

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 1,155,812 1,158,050

    減価償却累計額 △854,313 △862,556

    建物及び構築物（純額） 301,499 295,494

   機械装置及び運搬具 92,106 91,151

    減価償却累計額 △62,658 △62,861

    機械装置及び運搬具（純額） 29,447 28,289

   工具、器具及び備品 290,457 294,679

    減価償却累計額 △202,106 △207,678

    工具、器具及び備品（純額） 88,351 87,000

   土地 259,741 259,741

   有形固定資産合計 679,039 670,525

  無形固定資産 131,083 155,834

  投資その他の資産   

   投資有価証券 697,231 686,843

   差入保証金 289,089 292,394

   繰延税金資産 387,725 379,409

   その他 74,583 84,848

   貸倒引当金 △58 －

   投資その他の資産合計 1,448,571 1,443,496

  固定資産合計 2,258,694 2,269,856

 資産合計 18,661,842 19,011,372
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,234,553 3,991,991

  電子記録債務 2,427,720 2,329,080

  未払金及び未払費用 331,499 310,957

  未払法人税等 264,430 91,538

  未払消費税等 79,425 26,958

  前受金 322,370 428,143

  賞与引当金 324,246 490,899

  完成工事補償引当金 27,301 29,651

  工事損失引当金 － 391

  その他 55,987 91,164

  流動負債合計 7,067,533 7,790,776

 固定負債   

  長期未払金 142,247 142,247

  退職給付に係る負債 840,621 798,964

  繰延税金負債 1,306 1,288

  その他 21,343 25,835

  固定負債合計 1,005,518 968,337

 負債合計 8,073,052 8,759,113

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 252,051 252,751

  資本剰余金 1,218,036 1,218,736

  利益剰余金 9,080,111 8,772,724

  自己株式 △36 △36

  株主資本合計 10,550,162 10,244,175

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 192,165 178,750

  為替換算調整勘定 △8,259 △38,188

  退職給付に係る調整累計額 △145,277 △132,477

  その他の包括利益累計額合計 38,628 8,083

 純資産合計 10,588,790 10,252,259

負債純資産合計 18,661,842 19,011,372
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年３月31日)

売上高 4,555,596 6,065,707

売上原価 3,864,310 5,082,644

売上総利益 691,286 983,063

販売費及び一般管理費 785,679 760,285

営業利益又は営業損失（△） △94,393 222,777

営業外収益   

 受取利息 1,222 1,081

 受取配当金 219 50

 受取手数料 11,522 11,192

 受取地代家賃 3,217 2,995

 業務受託料 5,800 2,045

 その他 4,947 4,466

 営業外収益合計 26,927 21,829

営業外費用   

 支払手数料 2,439 2,467

 為替差損 964 8,050

 地代家賃 1,521 1,521

 その他 66 2,908

 営業外費用合計 4,990 14,948

経常利益又は経常損失（△） △72,456 229,658

特別損失   

 固定資産除却損 － 4

 特別損失合計 － 4

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△72,456 229,654

法人税等 △16,216 83,537

四半期純利益又は四半期純損失（△） △56,240 146,117

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△56,240 146,117
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年３月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △56,240 146,117

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 17,333 △13,415

 為替換算調整勘定 4,396 △29,929

 退職給付に係る調整額 17,949 12,800

 その他の包括利益合計 39,678 △30,544

四半期包括利益 △16,562 115,572

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △16,562 115,572
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(追加情報)

該当事項はありません。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、前連結会計年度末残高に

含まれております。

 

 
前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年３月31日)

受取手形 1,841千円 －千円
 

 

　２ 貸出コミットメント

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行と貸出コミットメント契約を締結しております。

貸出コミットメントに係る借入未実行残高等は次のとおりであります。

なお、当該契約には一定の財務制限条項が付されています。

 

 
前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年３月31日)

貸出コミットメントの総額 1,000,000千円 1,000,000千円

借入実行残高 － 〃 － 〃

差引額 1,000,000千円 1,000,000千円
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
至 2019年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
至 2020年３月31日)

減価償却費 29,452千円 23,363千円
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(株主資本等関係)

 前第１四半期連結累計期間(自 2019年１月１日　至 2019年３月31日)

配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年３月４日
取締役会

普通株式 394,200 40 2018年12月31日 2019年３月28日 利益剰余金
 

 

 当第１四半期連結累計期間(自 2020年１月１日　至 2020年３月31日)

配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年３月２日
取締役会

普通株式 453,503 45 2019年12月31日 2020年３月27日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 2019年１月１日 至 2019年３月31日)

当社グループの事業セグメントは、商環境創造事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載

を省略しております。

 

当第１四半期連結累計期間(自 2020年１月１日 至 2020年３月31日)

当社グループの事業セグメントは、商環境創造事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載

を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
至 2019年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
至 2020年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額（△）

△5.71円 14.49円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親会社株主に
帰属する四半期純損失金額（△）(千円)

△56,240 146,117

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金額
又は親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△） (千円)

△56,240 146,117

普通株式の期中平均株式数(株) 9,856,250 10,080,989

   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 14.00円

 親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

 普通株式増加数(株) － 357,813

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

（注） 第59期第１四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在

するものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

 
２ 【その他】

2020年３月２日開催の取締役会において、2019年12月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり剰余

金の配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                               453,503千円

②　１株当たりの金額      　                     　　45円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 　 2020年３月27日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年５月14日

株式会社船場

取締役会  御中

　

仰星監査法人
 

　

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 神　山　俊　一 ㊞

 

　

指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小　川 　 聡 ㊞
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社船場の

2020年１月１日から2020年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年１月１日から2020年３月31

日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年１月１日から2020年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社船場及び連結子会社の2020年３月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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